
火の用心火の用心 冬は火災が多くなる季節です。私たちの生活の中
には火災の原因となる要素がたくさんあります。
火災が発生しない環境をつくるためには、その要
素を無くす火災予防の知識と備えが必要です。

無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
な
ど
火
気
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
住
宅
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
木
材
も
水
分
を
失
い
、
火
が
つ
き
や
す
く
、
ま

た
、
一
度
つ
い
て
し
ま
っ
た
火
も
消
え
に
く
く
な
り

ま
す
。

　

火
災
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
自
身
だ
け
で

な
く
、
周
囲
に
も
危
険
や
迷
惑
が
及
び
ま
す
。　

　

火
災
を
防
ぎ
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
、
原
因
別
の
予
防
法
も
含
め
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

火
災
発
生
時
は
、
早
期
発
見
・
通
報
が
重
要
で
す
。

通
報
は
落
ち
着
い
て
、「
場
所
」「
近
く
の
目
標
物
」

「
火
災
の
状
況
」「
通
報
者
の
氏
名
・
住
所
」
を
正
確

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
通
報
時
に
場
所
を
告
げ
る
と
き
は「
筑
西
市
」か
ら
】

　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）
か
ら
、
災
害
対
応
力

の
強
化
と
通
信
指
令
業
務
の
高
度
化
を
目
指
し
、
筑

西
市
の
１
１
９
番
通
報
は
、
筑
西
広
域
消
防
本
部
通

信
指
令
課
（
直
井
）
か
ら
「
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」（
水
戸
市
）に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
内
33
市
町
村
の
通
報
を
受
け
る
た
め
、
場
所
を
告

げ
る
と
き
は
「
筑
西
市
」
か
ら
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
筑
西
広
域
消
防
本
部
通
信
指
令
課
☎
20

－

０
１
１
９

　
筑
西
消
防
署　
　
　
　
　
　
　
　
☎
24

－

０
５
０
４

　

10
月
18

日
、
下
館
運

動
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

66
回
茨
城
県

消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大

会
県
西
地
区

大
会
で
、
筑
西
市
消
防
団
が
見
事

３
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
自
分
の
職
業
や
学

業
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
代
表
の
第
３
・
４
・
５
分
団
の

み
な
さ
ん
は
、
厳
し
い
訓
練
に
耐

え
抜
い
た
仲
間
と
の
絆き

ず
な

や
地
域
の

代
表
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
地

元
筑
西
市
開
催
の
大
会
で
、
見
事

な
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

筑西市消防団  ３位入賞 !
第 66回茨城県消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

▲選手（筑西市消防団第３・４・５分団）のみなさん。
左から、指揮者：飯

いいずみ
泉明

あきひろ
弘さん（甲・本城町）、１番員：齋

さいとう
藤康

やすひろ
宏

さん（外塚）、２番員：豊
とよさわ
澤敏
としひろ
博さん（菅谷）、３番員：小

こ く ぼ
久保宏

ひろうみ
海

さん（乙・南町）、４番員：柴
しばやま
山泰

やすひろ
裕さん（岡芹）、補助員：鈴

す ず き
木

修
しゅうへい
平さん（甲・西町）。

自分たちのまちは
　　　　　　自分たちで守る！

覚えておきたい
❺つのポイント

火 災
予 防

・外出時は火を消す
・衣類やカーテンはストー
ブから離す
・給油時は火を消す

■寝たばこはしない
■灰皿はいつもきれいに
■ 吸い殻は一度水にさらし
てから捨てる

■外出時は火を消す
■ 衣類やカーテンなど
はストーブから離す
■給油時は火を消す

■タコ足配線をしない
■ コードの上に重い物
を乗せない

■コードは束ねない

電気コード・コンセントの使用に注意

ストーブに燃えやすい物を近づけない

たばこの火の不始末に注意

コンロの使用に注意

■
ど
う
し
て
冬
は
火
災
が
多
い
の
？

■
火
災
発
生
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

■
火
災
の
原
因
は
身
近
な
も
の

■離れるときは火を消す
■ 周囲に燃えやすいもの
を置かない
■換気扇やグリルはきれいに

■ 家の周りに燃えやす
いものを置かない

■ しっかり施錠する
■暗がりをつくらない

「放火」人目に付きにくい場所に注意「放火」人目に付きにくい場所に注意

※
平
成
27
年
度
筑
西
広
域
小
中
学
生
防
火
標
語
を
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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筑
西
市
誕
生
10
周
年
・
あ
け
の
元
気
館
開
館
15
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

須
藤
市
長
・
中
村
真
衣
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談

対談

観覧者
募集中村　真衣

シドニーオリンピック
100ｍ背泳ぎ銀メダル

須藤　茂
筑西市長

12月６日（日）午後２時～　あけの元気館元気ひろば
対象：原則市内在住・在勤・在学者　※入館料が必要です

2020年東京オリンピックに向けて今私たちにできることテ
ー
マ

【帰って来た　野村武男コーチの水泳教室】■日時：12月 20日（日）午前 10時～ 11時 30分　■定員：
先着 20人　■対象：医師から水泳を禁止されていない成人で 10メートル泳げる人　■費用：無料　
※別途入館料が必要　■申込開始：12月５日（土）正午～ (電話申込不可 )
【第２回あけの元気館祭り～みんなでワッショイしませんか～】開館 15周年記念イベントです。　
■日時：12月 20日（日）午前 10時～午後 7時　■内容：スタンプラリー「あけのアドベンチャー」、
駄菓子販売コーナー、あけの筋肉番付(腕立て伏せ、腹筋の競争)※事前申込が必要、限定メニュー元気丼、
カレー丼、プロテインの販売。ドリームマッチ 4番勝負　■費用：無料　※別途入館料が必要

入館料など詳細については、あけの元気館ホームページ
や館内掲示板で確認するか、お問い合わせください。 問あけの元気館　☎５２－７１１１

そ
の
他
の
情
報

あ の 気 情け 元 館 報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を

問市役所市民課　内線２２０・２３３
　マイナンバーコールセンター　☎０１２０－９５－０１７８
　【平日：9：30～22：00／土日祝日：9：30～17：30（12月29日（火）～１月３日（日）を除く）】

マ ナ バ 情イ ン ー 報

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
通
知
カ
ー
ド
に
は

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
や
住
所
変
更

（
転
入
・
転
居
）
が
あ
っ
た
場

合
、
カ
ー
ド
の
修
正
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
届

出
の
際
に
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
転
出
の
場
合
は
、
転
入
地
で
の
手
続
の
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
届
出
の
際
に
カ
ー
ド
を
お
忘

れ
の
場
合
は
、後
日
改
め
て
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

マイナンバー制度に便乗した

マイナンバーの通知や利用、個
人番号カードの交付などの手続
で、国の関係省庁や地方自治体
などが、口座番号や口座の暗証
番号、所得や資産の情報、年金・
保険の情報を聞いたり、お金や
キャッシュカードを要求したり
することは一切ありません。Ａ
ＴＭの操作をお願いすることも
一切ありません。こうした内容
の電話や手紙、訪問には応じな
いでください。

不正な勧誘
個人情報の取得
ご注意

市役所市民課　内線

が
あ
っ
た
場

通
知
カ
ー
ド
の
見
本
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秋
の
叙
勲
・
褒
章

　
平
成
27
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
11
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

深谷　毅さん

（74歳・蓬田）

✿瑞宝小綬章

　昭和 39 年茨城県
庁に入庁。県北振
興課長、監査事務局長などを歴任され、
平成 10 年県西地方総合事務所長とし
て退職されました。主に企画関係に従
事され、新総合振興計画などを策定し、
地域の発展に尽力されました。「職場
の先輩、同僚のご指導ご支援と、家族
の支えに感謝しています。この栄誉に
恥じないよう一層精進して参ります」。

大西　勲さん

（71歳・玉戸）

✿旭日小綬章

　 昭 和 49 年 に 人
間国宝の赤

あ か じ
地友

ゆうさい
哉

を師事し、曲輪造りを主とする髹
きゅう

漆
しつ

を
継承。工芸展では数々の賞を受賞され、
平成 14 年に重要無形文化財保持者とし
て人間国宝に認定され、漆芸作家とし
て活躍。平成 16 年には紫綬褒章、下館
市民栄誉賞などを受けています。「ご高
配を賜り感謝しています。人とのつな
がりの大切さを改めて感じています」。

漆芸作家

（ふかや たけし） （おおにし  いさお）

田宮　良知さん

（72歳・田町）

✿瑞宝双光章
学校薬剤師

　昭和 41 年に家業
の薬局を継ぎ、昭
和 42 年から現在まで下館第一高等学
校や下館北中学校、下館中学校などの
学校薬剤師として在職。県学校薬剤師
の教育改革を全国の学術大会で発表さ
れるなど、教育環境の向上に尽力され
ました。「大変光栄に思います。この
受章は、学校関係者と地域のみなさま
のおかげと心から感謝いたします」。

（たみや よしとも）

水越　照子さん

（75歳・成田）

✿旭日双光章
元筑西市議

　平成７年に旧下
館市議会議員に当
選以来、平成23年まで４期にわたり議員
として在職。この間、農業委員、市議
会副議長などを務められ地域の発展に
大きく貢献されました。平成17年、22年
には全国議長会会長表彰を受けていま
す。「名誉ある章をいただき大変ありが
たく思います。市民のみなさまのご協力
とご支援のおかげと感謝しています」。

（みずこし てるこ）

上野　怜さん

（71歳・春日町）

✿瑞宝双光章
元公立小学校長

（うえの さとし）

　昭和 42 年猿島町
立生子菅小学校に
赴任。竹島小、新治小、明野中などを
歴任し、平成 15 年下館小学校長とし
て退職。また、平成 22 年～ 26 年には
筑西市教育長を務め、教育の振興に尽
力されました。「栄誉ある章を拝受し、
たいへん感激しております。これもひ
とえに教育関係者と地域のみなさまの
おかげと感謝しています」。

元県県西地方総合
事務所長

大山　誠さん

（86歳・田町）

✿旭日双光章

　昭和 28 年に家業
の菓子店を継承。
昭和 60 年に食品衛生指導員となり、
筑西食品衛生協会長、県食品衛生協会
副会長を歴任。現在も消費者に安全で
衛生的な食品を提供できるよう務めら
れています。「名誉ある章をいただき
光栄に思います。協会のみなさんのご
協力と家族の支えがあってのことと感
謝しています」。

（おおやま まこと）

（公社）県食品衛生
協会副会長
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中嶋　靖司さん能勢　正夫さん

（70歳・東保末）（71歳・岡芹）

✿瑞宝双光章✿瑞宝双光章
元公立中学校長

　昭和 44 年旧総和
町立下大野小学校
に赴任され、養蚕小、関城中、下館小
などに勤務し、平成 18 年下館南中学校
長として退職。退職後は、岩瀬日大高
等学校長、市教育委員長を務め、教育
の発展に尽力されました。「先輩や同僚
のみなさまのおかげと感謝しています。
子どもたちが健やかに成長されること
を願っています」。

　昭和 39 年旧下館
警察署に配属。旧
真壁警察署、下妻警察署に勤務し、平
成 17 年に結城警察署で警部として退職
されるまで、地域の安全を支えてこら
れました。平成 12 年には警察功労賞を
受賞されています。「名誉ある章を授
かりありがたく思います。先輩や同僚、
地域のみなさまのご協力と家族の支え
があってのことと感謝しています」。

（なかじま やすし）（のせ　まさお）

元県警部

　昭和 41 年下館市
消防本部に配属。
昭和48年広域消防発足後、大和消防署、
岩瀬消防署に勤務し、平成 20 年に結
城消防署の副署長として退職されるま
で、地域の消防防災に尽力されました。

「栄誉ある章をいただき身に余る思い
です。消防関係の先輩、同僚のみなさ
まのご指導ご支援と家族のおかげと感
謝しております」。

小島　正さん

（68歳・川澄）

✿瑞宝単光章

（おじま しょう）

野寺　友行さん

（65歳・口戸）

元市消防団副団長

　昭和 50 年旧下館
市消防団に入団。
平成３年に下館市消防団分団長、平成
17 年から 24 年まで筑西市消防団副団
長として消防防災活動に活躍されまし
た。平成 24 年には消防庁長官表彰永年
勤続功労章を受章されています。「栄え
ある章を賜り、ありがたく思っており
ます。団員や地域のみなさんのご協力
と、家族の支えに感謝しています」。

（のでら ともゆき）

✿瑞宝単光章

新井 佳代子さん

（75歳・西石田）

　人の立ち直りを
支える保護司とし
て、平成 5 年に現在の４市１町で構成
する西地区保護司会に加入。平成 27 年
に西地区保護司会長となり、現在も更
生保護や犯罪予防活動に貢献されてい
ます。「私１人の力ではなく、みなさん
と一緒にいただいたものと思っていま
す。今後も、保護司のみなさんとスク
ラムを組み、まい進したいと思います」。

（あらい　かよこ）

保護司

✿藍綬褒章

元筑西広域市町村圏
事務組合消防司令

「Ｋｉｄｓ天国委員会」が茨城県表彰を受賞
　Ｋｉｄｓ天国委員会（横

よこしま

島佐
さ よ こ

代子会長）は、活動の
功績が認められ、このたび茨城県表彰を受賞されました。
　旧関城町で学校週５日制支援を目的に平成７年度か
ら始めた事業が、生涯学習ボランティアサークル「ど
んぐり会」によって引き継がれ、Ｋｉｄｓ天国委員会
が発足しました。
　子どもたちが普段体験することが少なくなった農作
業や自然体験、伝統文化活動などの機会を提供し、「Ｋ
ｉｄｓ天国：ザ・チャレンジ」「子ども伝統文化教室」

「キッズドレミ教室」「劇団ゴン太」を中心に活動され
ています。また、活動 20 周年記念事業として、富士
登山に挑戦する「チャレンジ富士山」が行われました。▲「Ｋｉｄｓ天国：ザ・田植え」に挑戦した子どもたち
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